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資料１　第七次中井町総合計画策定経緯

年　度 月　日 内　容 

2024年度
（令和６年度）

8月１～13日 幸福度に関する町民向けのテストアンケートの実施

9月30日
第1回中井町総合計画審議会

（議題）第７次中井町総合計画策定方針、テストアンケートの実施結果、本アンケートについて

10月11～28日 「なかいの幸福度」に関するアンケート調査（本アンケート）の実施

10月20日 美・緑なかいフェスティバルにおける町民等を対象にしたインタビューの実施

11月5日
第1回中井町総合計画策定委員会
　（議題）町民意見を踏まえた構想策定に向けた分析方法案について

12月1日 中井町の10年後を考える住民参加型ワークショップの実施

12月18日
第2回中井町総合計画策定委員会（書面開催）
　（議題）第七次中井町総合計画体系、基本構想骨子案について

12月19日 第1回中井町総合計画策定幹事会及び職員研修

12月24日
第2回中井町総合計画審議会

（議題）本アンケート結果、基本構想における方向性及び将来像、基本構想骨子案について

1月23～24日 総合計画策定に係る各課ヒアリング

2月17日
第3回中井町総合計画策定委員会
　（議題）第七次中井町総合計画基本構想案、前期基本計画骨子案について

2月25日
第3回中井町総合計画審議会
　（議題）地区別アンケート分析結果、基本構想案、前期基本計画骨子案について

2025年度
（令和７年度）

7月1日
第4回中井町総合計画策定委員会
　（議題）人口推計、前期基本計画体系案について

7月25日
第4回中井町総合計画審議会

（議題）将来像、人口推計の考え方、概要版の方向性について

8月１～22日 「なかいの幸福度」に関するアンケート調査の実施

10月２日
第５回中井町総合計画審議会

（議題）総合計画本体案、概要版案、パブリックコメントの実施について

10月3日
第5回中井町総合計画策定委員会
　（議題）第七次中井町総合計画基本構想及び前期基本計画案について

10月５、７、10日 第七次中井町総合計画についての地域懇談会

10月10～２９日 パブリックコメントの実施

11月20日
第６回中井町総合計画審議会

（議題）パブリックコメントの結果、総合計画の答申案について

12月５日 中井町議会令和７年第４回定例会　第七次中井町総合計画前期基本計画議会議決
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資料２　中井町総合計画審議会条例

80

中井町総合計画審議会条例
昭和41年12月23日条例第17号

 
 
　（庶務）
第７条　審議会の庶務は、企画課において処理する。
 
　（委任）
第８条　この条例に定めるもののほか、審議会に関し必要な事項は町長が定める。
 
　附 則
１　この条例は、公布の日から施行する。
２　中井町新町建設審議会条例（昭和37年中井町条例第11号）は、廃止する。

　附 則（昭和44年条例第19号）
この条例は、昭和44年８月１日から施行する。

　附 則（昭和49年条例第４号）
この条例は、昭和49年４月１日から施行する。

　附 則（平成６年条例第１号）抄
　（施行期日）
１　この条例は、平成６年４月１日から施行する。

　附 則（平成８年条例第９号）
この条例は、公布の日から施行する。

　附 則（平成11年条例第３号）
この条例は、平成11年４月１日から施行する。

　附 則（平成16年条例第11号）
この条例は、公布の日から施行する。

　附 則（平成19年条例第16号）抄
　（施行期日）
１ この条例は、平成20年４月１日から施行する。

　附 則（平成27年条例第３号）
この条例は、平成27年４月１日から施行する。

　附 則（令和２年条例第３号）
この条例は、令和２年４月１日から施行する。

　改正　昭和44年７月24日条例第19号
　　　　　昭和49年３月20日条例第４号
　　　　　平成６年３月23日条例第１号
　　　　　平成８年６月19日条例第９号
　　　　　平成11年３月29日条例第３号

　平成16年９月17日条例第11号
　平成19年12月18日条例第16号
　平成27年３月４日条例第３号
　令和２年３月16日条例第３号

　（趣旨） 
第１条　この条例は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の４第３項及び第

202条の３第１項の規定に基づき、中井町総合計画審議会の設置、担任事項その他に
ついて必要な事項を定めるものとする。

 
　（設置及び担任事項） 
第２条　町長の諮問に応じて、中井町総合計画の策定、その他その実施に関し、必要な調

査及び審議を行なうため中井町総合計画審議会（以下「審議会」という。）を置く。 
 
　（組織） 
第３条　審議会は、委員16人で組織する。 
２　委員は、次の各号に掲げる者のうちから町長が任命する。 

(1) 町教育委員会の委員 １人 
(2) 町農業委員会の委員 １人 
(3) 町の区域内の公共的団体の役員及び職員 ６人 
(4) 学識経験を有する者 ５人 
(5) 公募による町民 ３人 

 
　（委員の任期） 
第４条　委員の任期は、２年とする。ただし、再任することができる。 
２　補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
 
　（会長） 
第５条　審議会に会長を置き、委員の互選によつて定める。 
２　会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

　（会議）
第６条　審議会の会議は、会長が招集する。
２　審議会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。
３　審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところ

による。



資料３　第七次中井町総合計画の諮問及び答申
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資料４　中井町総合計画審議会委員名簿
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区　分 組　織　・　役　職 氏　名 備　考

町教育委員会の委員 中井町教育委員会教育長職務代理 渡邊 周治  

町農業委員会の委員 中井町農業委員会 尾上 輝美  

町の区域内の公共的団体の
役員及び職員

中井町自治会連合会

相原 隆 第１～３回委員

成川 保美 第4～６回委員

中井町商工振興会 曽我 和久  

中井町民生委員・児童委員協議会 石鍋 勝夫  

中井町社会福祉協議会 山口 秀俊  

中井町男女共同参画推進懇話会 中西 和美  

中井の環境を良くする会 飯田 達雄  

学識経験を有する者

関東学院大学法学部地域創生学科教授 牧瀬 稔 会長

中井町都市計画審議会（東海大学建築都市学部土木工学科 教授） 梶田 佳孝  

さがみ信用金庫渋沢支店長

吉澤 典高 第１～2回委員

杉川 裕也 第３～６回委員

タウンニュース 平塚・大磯・二宮・中井編集室 副編集長 小澤 香苗  

中井町副町長 鶴井 淳 副会長

公募による町民

  竹内 哲也  

  山﨑 貴子  

  澁谷 彩  



資料５　「なかいの幸福度」に関するアンケート調査結果（2024年10月）
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（１）実施概要

　実施期間 ：　　2024年10月11日（月）～28日（月）

　対象者 ：　　中井町に在住または中井町で勤務する人を中心に町と関わりのある人

 　調査方法 ：　　Web方式及び紙媒体による調査の併用

 　配布数 ：　　3,000名（無作為抽出した町民を対象に紙媒体の調査票を配布）

 　　　その他、中井町公式LINE等のSNSを活用した周知を実施

 　回収数 ：　　1,036件（うち、Web回答370件（うち、英語回答27件）、紙媒体による回答666件）

（２）調査結果

　【回答者の属性】

0 200 400
回答者数（人）

２５歳未満

２５～４４歳

４５～５９歳

６０～７５歳

７５歳以上

無回答

年代別

0 200 400 600
回答者数（人）

男性

女性

無回答

性別

0 500 1000
回答者数（人）

中村地区

境地区

井ノ口地区

中井町外

その他・わからない

居住地区

0 200 400 600 800 1000

回答者数（人）

戸建て（持家）

集合住宅（持家）

戸建て（借家）

集合住宅（借家）

寮・社宅

その他

無回答

住居状況

0 500 1000
回答者数（人）

中井町

中井町外

無回答

出身地

0 500 1000
回答者数（人）

５年未満

5～10年未満

10～20年未満

20～30年未満

30年以上

中井町に住んだことはない

無回答

居住年数
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0 200 400 600 800
回答者数（人）

結婚している

結婚していたが、死別・離別した

結婚していない

無回答

結婚 

0 500 1000
回答者数（人）

いる

いない

無回答

子供の有無

0 200 400 600
回答者数（人）

0歳～小学校入学前

小学生

中学生

15歳(中学生除く)～18歳未満

18歳以上

子供の人数

1人

0 125 250 375 500
回答者数（人）

中井町

中井町外

通勤・通学はしていない

無回答

通勤・通学先

0 200 400 600 800 1000

回答者数（人）

いる

いない（一人暮らし）

無回答

同居者



　【町民の幸福実感】
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最も良い

幸福実感（5年前）

最も悪い

0
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最も良い

幸福実感（現在）

最も悪い

0
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最も良い

幸福実感（5年後）

最も悪い

5.00

5.50

6.00

6.50

7.00

5年前 現在 5年後

幸福実感（男性・平均値）

5.00

5.50

6.00

6.50

7.00

5年前 現在 5年後

幸福実感（女性・平均値）

75歳以上60～75歳45～59歳25～44歳25歳未満

幸福実感として、生活の状態を0～10の11段階で測定した結果、現在の幸福実感の平均値は6.4となっており、５年後の将来に対する幸福実感

は平均6.0と現在に比べて下がる傾向が確認されています。また、年代別に見ると男女ともに生産年齢・高齢層になるほど、将来の幸福実感が低

下する傾向にあることが分かります。



　【町民のWell-Being実感指標】
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個人の暮らしや生活に関する主観的な考えを把握する観点から設定した「Well-Being実感指標」に対する回答状況は上記のとおりです。

家族や友人とのつながりに対する評価が高く、人との関係性について良好な状態にあることが分かります。他方で、「暮らしやすい生活環境にある

か」や「チャレンジしたり、目標に向かって努力している」、「職場や学校はやりたいことを実現できる」、「中井町は、明るい気持ちになる場所や機会

がある」については、そう思わないとの回答の比率が高くなっています。

57

63

73

98

92

54

96

40

73

54

86

86

70

33

103

23

31

103

137

122

140

134

78

181

58

112

91

125

130

104

79

164

42

40

141

147

163

199

236

147

218

167

284

223

187

246

276

237

320

251

273

385

413

414

404

419

463

377

456

373

422

412

341

395

465

300

502

461

340

263

253

184

142

286

159

308

186

238

219

225

183

216

134

205

216

精 神 的 に 健 康 な 状 態

身 体 的 に 健 康 な 状 態

収 入 や 資 金 が 得 ら れ て い る

経 済 的 な ゆ と り が あ る

日 常 の 主 な 活 動 の 調 和 が と れ て い る

住 ま い は 快 適 で 、 安 全 ・ 安 心 で あ る

暮 ら し や す い 生 活 環 境 で あ る

日 々 の 生 活 の 中 で 、 居 場 所 が あ る

立 場 ・ 地 位 に 満 足 し て い る

あ り の ま ま の 自 分 で い ら れ る

趣 味 や 学 び 、 自 分 を ケ ア す る 時 間 を 持 て る

没 頭 し た り 、 夢 中 に な る こ と が あ る

や り が い や 充 実 感 を 感 じ て い る

問 題 や 課 題 が あ っ て も 乗 り 越 え ら れ る

チ ャ レ ン ジ し た り 、 目 標 に 向 か っ て 努 力 を し て い る

他 の 人 の 価 値 観 や 意 見 を 尊 重 し て い る

周 り の 人 を 喜 ば せ た い 、 尽 く し た い と 思 う

そう思はない どちらかというとそう思わない どちらでもない どちらかというとそう思う そう思う

24

26

31

30

45

38

34

75

80

52

69

113

84

81

41

25

35

25

50

21

36

62

88

50

78

119

84

68

130

90

149

194

269

180

249

285

295

335

379

405

499

310

462

406

463

469

415

421

329

268

244

438

373

284

288

399

364

476

340

302

240

359

172

121

104

151

125

103

60

160

グラフ内の数字（人）

家 族 と 良 い 関 係 が 築 け て い る

家 族 は 、 困 っ た と き に 力 に な っ て く れ る

家 族 は 、 意 見 や 考 え 方 を 受 け 入 れ て く れ る

友 人 と 良 い 関 係 が 築 け て い る

友 人 は 、 困 っ た と き に 力 に な っ て く れ る

友 人 と 一 緒 に い る こ と で 、 楽 し く 明 る い 気 持 ち に な る

職 場 ・ 学 校 の 人 た ち と 良 い 関 係 が 築 け て い る

職 場 ・ 学 校 に 愛 着 を 感 じ る

職 場 ・ 学 校 は 、 自 分 の や り た い こ と を 実 現 で き る

中 井 町 の 人 と 良 い 関 係 が 築 け て い る

中 井 町 の 人 は 困 っ た と き に 助 け て く れ る

中 井 町 に は 、 明 る い 気 持 ち に な る 場 所 や 機 会 が あ る

中 井 町 の 人 は 、 意 見 や 考 え 方 を 受 け 入 れ て く れ る

中 井 町 の 文 化 や 自 然 、 暮 ら し に 愛 着 を 感 じ る



　【町民の政策領域実感指標】
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中井町が行う行政による政策領域に対する考えを把握する観点から設定した「政策領域実感指標」に対する回答状況は上記のとおりです。

里山を有する中井町の特徴から「水と緑、里山の豊かな自然計画・資源に誇りがある」という回答が多い結果となった一方で、「やりたい仕事、適切

な収入を得る機会がある」や「観光、まちづくりは、元気で活力がある」が比較的低い評価となっています。

128

108

139

95

137

175

118

150

177

254

159

165

122

52

99

96

169

118

180

110

207

251

171

253

294

304

198

215

175

39

145

122

320

316

354

398

432

280

271

360

355

323

364

436

374

201

437

396

293

312

258

287

164

235

346

189

137

74

218

148

268

452

247

295

106

105

82

87

59

76

115

62

50

36

77

53

81

253

59

84

グラフ内の数字（人）

必 要 な 医 療 を 受 け ら れ 、 健 康 指 導 を 受 け ら れ る

子 育 て が し や す い 環 境 で あ る

高 齢 者 や 障 が い 者 が 安 心 し て 暮 ら せ る

子 ど も の 良 好 な 教 育 環 境 が 整 っ て い る

学 び た い こ と を 学 べ る 機 会 が あ る

歩 道 や 道 路 の 整 備 が さ れ て 快 適 で あ る

ま ち な か や 公 園 な が 整 備 さ れ 、 心 地 よ く 利 用 で き る

農 業 や 地 域 産 業 は 、 元 気 で 活 力 が あ る

観 光 、 ま ち づ く り は 、 元 気 で 活 力 が あ る

や り た い 仕 事 、 適 切 な 収 入 を 得 る 機 会 が あ る

中 井 町 は 、 災 害 に 強 い と 感 じ る

防 犯 対 策 が 整 っ て お り 安 心 で あ る

地 域 活 動 へ の 町 民 参 加 が 盛 ん だ

水 と 緑 、 里 山 の 豊 か な 自 然 景 観 ・ 資 源 に 誇 り

環 境 へ の 取 組 が 盛 ん だ

安 心 感 の あ る 行 政 サ ー ビ ス を 受 け ら れ る

そう思はない どちらかというとそう思わない どちらでもない どちらかというとそう思う そう思う



資料6　美・緑なかいフェスティバル町民インタビュー（2024年10月）

（１）実施概要

　実施日時          ：　　2024年10月20日（日）午前9時半～午後4時頃

　実施場所          ：　　中井中央公園

　対象者             ：　　中井町民、町外在住者

　回答者数　　　　　：　　147名

　インタビュー内容：    関東学院大学学生とともに、対象者に対して「日々の暮らしで幸せを感じること」、「改善されたら嬉しいこと」、

　　　　　　　　　　　　　　  それらに紐づく実感指標についてのインタビューを実施。

（2）調査結果

0 50 100

中井町

中井町以外

居住地別

0 10 20 30 40

10代

20代

30代

40代

50代

60代以降

未記入

年代別

0 50 100 150

男性

女性

未記入

性別

※性別および年代に関する収集データはインタビュワーの推測値
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【暮らしの幸福に関する意見】

• 暮らしにおける幸福から想起する事柄として、自然（27.94％）、友人

（27.94％）、地域（20.59％）、平穏（14.71％）、家族（10.29％）に

関するワードが多く挙げられました。

• 世代別の回答傾向として、未成年層は「自然・友人」、若年層は「地域・家

族」、現役世代は「平穏・友人・地域」、高齢者層は「自然・家族・平穏・地

域」に関連するワードを挙げる傾向にあります。

【中井町の改善点に関する意見】

• 中井町の改善点及び居住意欲を高める事柄として、交通（51.47％）、

集まる・遊べる場所（20.59％）、道路などの環境整備（22.06％）、買

い物（14.71％）に関するワードが多く挙げられました。

• 世代問わず交通への意識が高く、特に若年～現役世代は「教育・買い

物」に意識が強い傾向にあります。また、高齢者層は「集まる/遊べる場

所」への改善要望が高い傾向にあります。
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資料7　中井町の10年後を考える住民参加型ワークショップ（2024年12月）

（１）実施概要

　実施日時 ：　　2024年10月20日（日）午後1時～午後4時頃

　実施場所 ：　　中井町役場

 　形式 ：　　ワールドカフェ方式

 　参加者 ：　　町内関係者（12名）、関東学院大学学生（12名）、中井町役場企画課職員

（2）プログラム

　 時間 実施内容

13:00～13:10 導入 趣旨説明とチェックイン（自己紹介/中井町の好きなところ）　（10分）

13:10～14:20 まちの課題を学ぶ

中井町挨拶・総合計画の策定に向けた考え方　（１０分）

アンケート結果の共有　（20分）

因果分析結果に対する納得感についてディスカッション　（40分）

～14:30 休憩　（10分）

１４：３０～15:15
住み続けたい幸せな

中井町を考える

ワーク内容の説明　（10分）

10年後のわたしの幸せと、町内のみんなの幸せを考える　（１０分）

10年後のわたしの幸せとみんなの幸せの共通要素を探る　（１０分）

要素を実現するために取り組むべきことを
① 行政 ② 中間組織　③ 個人 の3つの観点から考える　（１５分）

～15:25 休憩（10分）

15:25～16:00 共有とまとめ

グループワークの内容を全体へ共有（20分）

ほかグループの発表を受けた振り返り（10分）

閉会
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【「地域で取り組むべきこと」として挙がった意見（一部抜粋）】

　・　子供の場づくりについては、行政だけでなく地域の取り組み（コミュニティ
ボランティアなど）が必要である。

　・　子供が安心して出歩けるようにPTAなどによる地域住民を起点とした安全
の強化も考えられる。

　・　健康についても地域でのつながりが有効と考える。近隣住民のつながりに
よる健康増進施策ができないか。

　・　住民間のコミュニケーションの促進に向け、自治会の存続や町民主体のワー
クショップ、イベントが有効。

　・　新たなひとを受け入れるために「否定しない」「受け入れる気持ち」など、寛
容的な風土づくりが必要。

【「個人で取り組むべきこと」として挙がった意見（一部抜粋） 】

　・　個人レベルでも人口減少への意識を持つことや、地域のつながりをつくる

ことが重要なのではないか。

　・　個人としても中井町の良さや名産品をSNS等で発信することがまちのブラ

ンディングに寄与できないか。

　・　オンデマンドバスなど、既にある施策に対し実際に利用して応援する。

　・　隣人同士で声掛け等をしながら、自治会や子供会に加入する。

　・　孤独の防止や地域での健康増進のために、地域内であいさつや声掛けをす

る。

（3）実施結果

　【町民が感じるまちの課題と行政への提言】

１．移住者の受け入れ

　・　経済合理性でなく「田舎らしさ」をアピールしつつ、移住者の居住環境の
支援（民間空き家の支援、町営住宅の貸出）が必要ではないか。

　・　空き家や空き農地を活用し、中井町の良いところである「自然」を愛す
るひとへ提供・貸し出しするのが一案あるのではないか。

２．交通

　・　道が暗いために子供が安心して出歩けず、さらには親としても送迎の負
荷がかかっている。

　・　高齢者として交通手段の確保も課題であり、支援の仕方や町民ドライ
バーなど新たな施策を考えてほしい。

３．高齢者の独居

　・　孤独を防ぐためのコミュニティの場づくりと、その場に行くための交通
の改善。

　・　少子高齢化の解決策としてベンチャー企業等を呼び込み、先進モデル地
区としてのブランディングを図れないか。

４．子育て支援

　・　児童館をつくり、子育て支援が手厚いことを対外的にアピールしながら
子育て世帯の居場所を作ってほしい。

　・　自治会やこども会を復活させ、学びや娯楽の機会をすべての世帯に平
等に提供してほしい。

５．そのほか

　・　NPOなど有志で取り組んでいる人同士を繋げ、活動を発信する場がほ
しい。取り組みの場所に行政も顔を出してほしい。
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資料8　「なかいの幸福度」に関するアンケート調査結果（2025年8月）

（１）実施概要

　実施期間 ：　　2025年8月1日（金）～22日（金）

　対象者 ：　　中井町に在住または中井町で勤務する人を中心に町と関わりのある人

 　調査方法 ：　　Web方式

 　配布方法 ：　　自治会加入世帯への依頼チラシの全戸配布、町内公共施設での配架、町HP・SNSでの発信

 　回収数 ：　　137件

（２）調査結果

　【回答者の属性】
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0 50 100

回答者数（人）

いる
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無回答

子供の有無
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　【町民の幸福実感】

幸福実感として、生活の状態を0～10の11段階で測定した結果、現在の幸福実感の平均値は6.61となっており、５年後の将来に対する幸福実感

は平均6.45と現在に比べて下がる傾向が確認されています。また、年代別に見ると男女ともに生産年齢・高齢層になるほど、将来の幸福実感が

低下する傾向にあることが分かります。
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　【町民のWell-Being実感指標】

個人の暮らしや生活に関する主観的な考えを把握する観点から設定した「Well-Being実感指標」に対する回答状況は上記のとおりです。

家族や友人とのつながりに対する評価が高く、人との関係性について良好な状態にあることが分かります。他方で、「暮らしやすい生活環境にある

か」や「趣味や学び、自分自身をケアする時間を持てる」、「職場や学校はやりたいことを実現できる」、「中井町は、明るい気持ちになる場所や機会

がある」については、そう思わないとの回答の比率が高くなっています。
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9

20

2

10

19

25

21

28

30

18

33

21

36

24

29

32

40

28

42

29
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精神的に健康な状態

身体的に健康な状態

収入や資金が得られている

経済的なゆとりがある

日常の主な活動の調和がとれている

住まいは快適で、安全・安心である

暮らしやすい生活環境である

日々の生活の中で、居場所がある

立場・地位に満足している

ありのままの自分でいられる

趣味や学び、自分自身をケアする時間を持てる

没頭したり、夢中になることがある

やりがいや充実感を感じている

問題や課題があっても乗り越えられる

チャレンジしたり、夢や目標に向かって努力をしている

他の人の価値観や意見を尊重している

周りの人を喜ばせたい、尽くしたいと思う

そう思わない どちらかというとそう思わない どちらでもない どちらかというとそう思う そう思う
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5
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11
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37

44

37
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51

33

70

55
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63
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55

43

75

63

52

50

56

44

60

45

34

36

47

23

19

19

12

16

10

7

26

家族と良い関係が築けている

家族は、困ったときに力になってくれる

家族は、意見や考え方を理解し受け入れてくれる

友人と良い関係が築けている

友人は、困ったときに力になってくれる

友人と一緒にいることで、楽しく明るい気持ちになる

職場・学校の人たちと良い関係が築けている

職場・学校に愛着を感じる

職場・学校は、自分のやりたいことや目標を実現できる

中井町の人と良い関係が築けている

中井町の人は困ったときに助けてくれる

中井町には、明るい気持ちになる場所や機会がある

中井町の人は、意見や考え方を受け入れてくれる

中井町の文化や自然、暮らしに愛着を感じる
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　【町民の政策領域実感指標】

中井町が行う行政による政策領域に対する考えを把握する観点から設定した「政策領域実感指標」に対する回答状況は上記のとおりです。

里山を有する中井町の特徴から「自然景観・資源等、環境保護への取り組みが行われている」という回答が多い結果となった一方で、「地域経済活

性化に向けた土地の有効利用が行われている」や「公共交通が十分にある」が比較的低い評価となっています。
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自然景観・資源等、環境保護への取組が行われている

脱炭素に向けた環境負荷軽減に関する取組が行われている

防犯対策が整っており安心である

災害に強いと感じる

都市インフラの整備が十分である

地域経済活性化に向けた土地の有効活用が行われている

地域の農業が元気で活力がある

新たなチャレンジが生まれ、元気で活力がある

町の魅力向上に向けた取組が行われている

まちなかや公園などが整備され、安心した暮らしを送ることできる

安心できる住環境の整備が進んでいる

公共交通が十分にある

知人に勧めたい地域だと思う 

そう思わない どちらかというとそう思わない どちらでもない どちらかというとそう思う そう思う
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16

21
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18

37

52
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63

49

38

44

41

41

55

57

56

58

52

58

53

54

57

20

31

34

52

43

49

46

49

47

30

33

51

38

31

36

42

7

5

6

10

5

5

10

6

12

7

6

3

4

15

6

4

6

子どもの良好な教育環境が整っている 

誰もが学びたいことを学べる機会がある 

誰もがスポーツに取り組める機会がある 

歴史や地域文化に誇りを持っている 

心身ともに豊かな暮らしができる地域である

高齢になっても健康で豊かな暮らしができる地域である

子育てがしやすい環境である

必要な医療を適切に受けられ、健康指導を受けられる

自治会や地域行事などへの町民参加が盛んである

地域の関係性が充実していると感じる 

障がいなどを持つ人も自然体で暮らすことができる

地域住民のつながりを生み出すような誇りに思える場所がある 

安心感、信頼感のある行政サービスを受けられる 

行政はよく情報発信を行うなど、開かれている

効率的な行政運営を行っている

役場の職員は、地域のために生き生きと働いている

地域社会の発展に向けて適切な行財政の管理を行っている
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